




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































←》沸守蒔亟已喝帥壼バー「｜勾凹ン色｛尊蟄嚇州噸旅川咄》糯聯鯛軸嶢『》概沁獅糯嚇霞重合〉一雄苫罵黄］『秤騨涛・ パが｛、椿一｝“■》、一一》田》『一一一一壱一》『》 マゲ鐘（一一等・一』｜娘が膳蔑連◎兵）ごソ｜藷鶉）》⑩ｅ汁三霊重“汚震室ｌ談Ｊ‐喜当』一射がｊ聯邸希一薄パトが鱈一・鐘貞一》一一再 Ｅｒ小片蟻‐底二擁一）．ご一癖一茸ニバ・健・会｝｜拝詩心 一幅一時ｅ室｛一群一酌一一ｆロ莚碑關旭織罰・獅嶋鎌戦鋪》酬綱欝榊ｍ門 戸｛→聾騨蝿》》》．》》》》》一》》》｛『鮒 要Ｆ砕一一一一“，ハザ置一簿←ごＪご｛亀逵、１垣ぺ｝いく．’》二一一一洲鯰融歸 三が汁巽一一一｛。。｝雪『》『》》》》》》一一》》鋸》歸 胖｜ユーーバ達□吝暮ｊ〈川叫一醇片三ンで一一一淺令ぺ》》慨呼穰》』一》準一》織鮒 』（ご『－，←二三哉喜がｊ・勺ｄｏ・戦僻 ・蕊紗三一一》一一一Ｔ－－－Ｅ一一》一・． 奉献 ｝川－１．欝軍罰苦』弓Ｓ》跨 準川缶片佇）←ｒ蟻（」（｛｜岬八甦峅パーｎＪ沙ｉ可一汁坐が’一一一電炉ｊ一週篭』一驚善罵一一『鰯②川 １乏屡鴬畿・瀞 Ｓ童汕一難ご『二三』畔・ 彗鯵恥、／厚一一一庫 琳唇蝋Ｓ丙・博 一一零浄涛ｒ－ｌ雫－１面 敵が 瀞一什免）■》］Ｈ マゲト・ 心揮》》』ｒ』諄砦軍ｓ》戴佇パ パＦ Ｆ・喜匡鮮一ｎ聿睾亟一毒・坐‐》茂角）鐸塾剪完熟が鉄一蕪 Ｊパ 時一涛瀬。
“ｒ“ｒ汁、一三一 重餅 麺一》一一篭諄再
劃トバ時“代汁ｅ 二擁ざ 戴孑鯵”
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) (２ 8） 憲法なるもののこのような政論史的把握に関しては、左記松下論文（注４）に教えられゐところが大であった。なお、政治史
的憲法把握については、自由民権運動の中ですでに次のような憲法論が展開されていた事実が興味深く思われる．「夫れ同家
とは何ぞや、人氏ありて然後に立つものに非ずや、国家の憲法とは何ぞや、人民の自由権利の為めに設くるに非ずや、蓋し人
氏は先なるもの也、国家は後なるもの也、民権は主なるもの山、憲法は容なるもの山、民椛を保全するは国家を殻くるの、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
０
０
０
●
●
●
’
●
 
的也、制度懸法を立定すみものは氏椛を保全するの力仙山一（柿木伎擬〃民碓は慾法の奴隷に非ず〃『高知新川」輔一一一一○ｍで、
一八八一年六Ⅱ二一一凡家水三郎，庇司古之助編『脚川阯椛巡肋（小）」一九五七年に所収、川北叩三七ページ。）
Ｇ・リッターは、「政治的な為もの」（ロ厨宅・胃】円宵）を「デモーニッシュな為もの」（烏賜□妙ＢＣＢい、｝〕の）としてとらえた。
「デ牡１一一ツシュなるものは、糠のまったくの否定ではない。それは、光に対す恐まつたき陪黙の領分ではなくて、柳川、
鵬味不確災な為もの、恐ろしく気味懇きものの領分であ筋。デーモソは激依（円慨脇器具風［）である。Ｌ（の．国戸汗§ロの
。回日・ロ】⑦。Ｒ〕【ロｎ頁らち，⑪，厨・西村Ｈ二訳詞叩刀忠州史』一九六三年、九ページ）。Ｆ・マイネッケは、、家の生成と
発展を物理的刀（昂日８）と柿神的超勤刀（同忌８）との統一でとらえようとしたが、その際、その視点を「政愉家の行動」
の次元にまで具体化し、「砕碓刀衝動による行動と道徳的賢任による行動」との柵の問題を追究した。マイネッケにとって、
「たんなる権力衝動」（：円巨Ｃ脇①菖色ｏ耳ａ８）とは「支配しようという欲望・野心」であった。（可・言ｃ一．ｃｃ六。》目①固・○
○・円の曰呉閂勝・ロ》Ｓｍ『．⑩．ｍ・菊盛英夫・生松敬三訳『近代史における国家理性の理念』一九六○年、六ページ儒）
Ｇ・リッターは、「責任を側兜した政酔眼家」とは次のようなものであるという。「かかみ政弘叫家はこの上もなく大きな対立を
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０
０
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０
０
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０
０
●
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●
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０
●
 
脚己のうちで合一しなければならぬ。すなわち、悩熱的でいて川》脳深く、●凹己の使命に対する』脈念にすっかり充柵しながら、
０
０
０
０
０
０
●
●
０
０
０
０
０
０
０
０
●
●
０
０
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●
 
にもかかわらずその限界を鱒柵しているのである。……矛附す為能力のまことに柿打な納答だ！」（の．固［［：○℃．ｎ】Ｐ
の・桿嵐・西村訓一七七ページ。）
一▲至臼
￣ ■■■■■■■■■曰■■■ＰＰ■■■■■■■■■■■■■■６ｓ■９００■｜■■■■Ｉ・ｈＰＦ●０■■■■ＢＢＩｌＤ▲ＢＩ－ｂＤＬ▲■■Ｉ■・ＢｉＢＩＦＩ
Ｔ 
い）
たとえば先に見た川添氏の例がそうであるが、松下圭一氏も、日木国懸法は１．上から』ないし『伽から』の革命」の結果と
して生れたものであ為、とされている。したがって日本国懸法の正統性の側題は、松下氏によれば、一アメリカ独立やプラソ
ス軟命、あるいは、シア革命のように革命の成果として懸法が成立したのではなかったがゆえに、懸法制定後腫、繊懸巡動
を通じて憲法は定落せざるをえない」と把握されることになる。護憲運動の意義の強調は、日本国憲法の自生的要因の欠如
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
０
０
●
●
Ｃ
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
のゆえにではなく、自生的要因を国民一般の意識に拡大し定着させるべきものとしてなされるべきではなかろうか（松下圭
一”懸法擁護述仙の理論と課越“『思想』節四五五号、一九六二年五月。のちに『現代Ⅲ木の政論的構成』一九六二年に所収、
を参照）。また、京極純一氏は、今川の懸法側越をぬぐ為状況について、懸法を支え為『政治学的な意味での小川胴」を考え、
「一八八九年懸法」に対しては「八九年型中川川」を、。九四七年惣法』に対しては「四七年型巾Ⅲ僻」をそれぞれ被定
し、両者の側に僑仰の側題ないし宗教戦争の悶題を介亦させゐという興味ある問題設定を試みられている。ところで、京極
氏においては、この「宗教戦争」とは「正教、然司剛、小川僻の名次元において八九年型と四七年剛との両者が蚊立し、帆
剋し、やがて公教育という国数会の争雑をめぐって攻防戦を腿開」するというものであった。すなわち、京樺氏は、公数両
●
●
●
●
 
を媒体として憲法の正統性を国民の側に定請させるべく、今まさに「公教育の争奪」戦が展開されている、としているので
ある。ここでも、明らかに、日本国懸法についての「与えられた憲法」「押し付けられた憲法」としての把握が前提とされて
いる。（京極純一〃川本社会と「懸法川脳」感覚“「懸想』節四五一ハサ、一九六二年五月、参照．）
刑野岩三郎悲法私案の社会巡仙史的背鍬
八九
